
l伍究海文］

R本各地遺跡の動物遺存f本

検出動物栖本について
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哺乳類 鳥類・爬屯顆

金子浩昌•西本豊弘

北洵道から南四諸烏に至る新石器時代とそれ以降の遺跡において知られる動物の遺存｛本は、遺

跡をめぐる悶境的を条件と年代的だ変化のなかにおいて、特徴のある在り方を各地にみることか

て担る。人と動吻との関わりを示す甚本的資料としての動物遺存体のこうした在り方を極めて概

要的てあるが次に0)べてお苔たい 3 併せて、特に軍要ないくつかの動吻種については動物学的た

見地からの研究の成果、あるい 1よ系統論にふれることかあると思う。たに限られた祇数におけ

る記述てあるので、資料の個々につし、てのべる内容は限られたものにたらぎるを得たかった。

動物種の記述は、系統分類学的左位直づけに韮礎をおいたが、考古学的な在り方も重視したの

で、名くの遺跡において主体動物種から先に害かれることになった。

全体の記述は、北海適と本州以南に大別し、北海道では縄文期より擦文、オホーツク文化期を，

本州以南では縄文・弥生期より以降、近世に辛るまでの資料を対象とした。

執筆分坦では、北海道のオホーツク関係の獣類については西本豊弘が担当した。

なお後嗣にわいて、貝類、魚類その他の脱物糧にふれたい。まに関係遺跡の位置を示す地図、

文献などは後編にまとめるつもりてある。

I 北海道縄文期、続縄文期

脊椎動物 Ver tebral a 哺乳綱 Mammalia 

l剛棲獣類 T,and Mammal s | 

偶蹄目 Artiodactyla 

［シカ科］ Cervidae エゾシカ (―̀ _;ervus n1ppon yesonens1s 

北海酒における最も重要な狩猟獣である。北海直にはこの時期の貝塚が本,}|＼よりも少なく調否

例も少ない。早期末、前期初頭頃の貝塚例で、釧路市東釧路貝塚では別にのべる洒峨類の出士に比

べて著しく少なかった。前期の 1「」筒下膚式期、中期の北筒文化期においても海獣類に比べてシカ

は少ない。しかし、後・晩期にかけて 1よ次第に壻加する煩回かある。島牧村栄磯岩陰で1よ、シカ

の出土する後期以後と、極めて少ない中期の貝庖があり、話頭や釣針などの骨角製品にも材料の

逢いとたって現われた。すなわち中期の時期には鹿角製品か少なく、後・晩期には逆に多くなるこ

とが認められる。エ｛本的な開窯式鈷頭Open :-oket harpoon he叫にも形態的た進歩をみる
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ことかて蓋、 L字形に商由する北方文化特有の大型釣針の軌は鹿角によって最初につくられるが、

これも郡文晩期にデってのことである・，

［イノシシ科ls Il i rl a.e イノシシ SIl s 豆 rofa

北`I毎道に当時ィノシンの凄息していた証拠はない 3 しかし道南の後期以降の貝塚から歯芽、骨

格か出十する。蛇日町入汀貝塚の後助初頭期に少数みられ、乙部町三ツ谷貝塚の既期に伴う例、

「教市美沢／1［流域逍跡群中の呑口遺跡で歯牙を主とした出十＿かあり、般凸て1よ員塚て左く普囲の

遺跡にわいても焼青片0)中にイノシシの苦趾屑ツ）一部ガ残り、その在存が確められている u

本州にわってはイ J ヽンシとンカか狩飢獣0:）中心であるが、イノシシヘの関心は網文晩期にお lヽ

て芍に強い。イノシシの生息しない北海れにお lヽ ても晩期において本月との交流かいっそうざか

んにたると、 イノシシを連ぶ横会も増えたはずてある。生後平年から 1年程の個体かな/(Iでも捕

獲される率が高く、従って北海道に連ばれる率も闊く左ったと思われる c しかし幼附，0）目立つの

は道南部のみで、適央の千歳市の見沢／［1_I--流に当る呑口遺腐で出土したイノシシは大部分かM3

の哨出する頂加から萌出後年月を経だ個体のものであっ↑？ J 四肢骨の少ないことも考え併せて｀

報告者ものべているように内牙の利用も含めて、特別の目(1く］から少しつつ運ばれたのてあろう。

食肉目 Carnivora 

「クマ科］じrsicta,、 エゾヒグマ Ur~us arctos yt'sortt'nsis 

縄文中期の常呂町常呂 I；月日貝塚9こやや日立つことか報告されているが、詳細を閥百する必琵が

かる 3 善通には少ないらしい。既期の千贔市ママチ遺跡なとでも大賢のシカの焼骨中に僅かにクマの

骨かあった。大歯の穿孔手飾品たども稀で吃る。続網文期にだって宰蘭市本輪内貝塚に名いこと

か報告されている。本輪西資料は、例えば LC:9、nC: 8、 I」C : 5、RC: 8といった敗

で、常呂側よりもはるかに多い。他に顎骨、四枝骨か多く出Lしているという。おそらくオホー

ック期を除いて多い出上とし、えよう。頭蓋や四腔骨も多かったとし、う。

続縄文文化つまり恵口文化については廂獣猟文化をギ体的に考えられかちてあるか、こうした

クマの出」は陪棲獣に対する狩猟店棚も積袖的てもったことを予測させるのに充分である。

［イヌ科］ Canidae エゾオオカミ Canis lupus hatta1 

オオカミの出士は稀てある。縄文前期の例としては東釧路貝塚で乳臼歯を残柏する下顎骨か卍

土している。また最匠苫小牧市植苗民塚から約 1個体分か出十した。坦存状況の詳細を知り得左

いのか残念てあるか、こ訊も殆んど稀有0)出士例てもる。

イヌ C au is f am i l i a r is 

北海追ではまだ縄文時代の良好たイヌの遺骸を得ていない。 ド頼骨たと断片的な資料たのてあ

る。畠山三郎太ぱ栖走天都山遺跡（早期）より大の叫骨の用独出土例を調否し、当該時期のものと

して詐小してし、る。それによると般大頭翌長 180,0上m;JJ1、 ド額竹全長 131.8麟、本邦の石岱防代

犬としては類例の少ない中邸犬に属するものであった。．縄文期のイヌの出士例か北海道では少な

- 2 --



いが、本小1位）イヌと人差かないらししヽというのか現任の知見て厄る。

工ゾタヌキ Kyrtereut.es procyonoides albus 

キタキツネ Vulpus vu!pus schrenrki 

本州の訓女時代貝塚だどとはば似た出七状涜をパすか、北海］芹てはタヌキよりもキ＇ー）ネの方か

名く出士する類向かあるつ先述の木輪両ても 1個の上顎骨片を得ているのみてあるの

［イタチ科］ M11stelida(、 カワウ•ソ Lu t r a l u I r a wh i t(、Ir-y i 

島牧村社應岩陰出十のド類骨体には縄文晩町大詞 B期の上泡き＝叉文か彫刻点れていた。全面

に彩色されていたものて、極めて珍しい加 T品てある。アイヌに 1よカワウ‘]を神の使いとする説

詞がある J つまりシャマ‘／で吃る。縄文期にこれを身につけた人も単なる装飴約な目的ではだか

ったろう，

続縄文期梼浦町ネ［文華から下額枝に穿孔、乖飾品どしている例かをる（~本川の石川県上 111 田貝

塚ぐ縄文中期-:>Iこ同例出十）。

| i届棲猷類 S ea NIamrnA l s | 

ヒゲ鰊類 ＼lys i a(‘P(‘r t i 歯鯨亜目 Odontoceti 

［マイルカ科lDe!phinidae カマイルカ Lag<'norhyncus ohl iquidens 

［ネズミイルカ科］ Phocaeni dae イシイルカ Phocaena dallii 

「プンドウクジラ科〕 GJobicP phalidaP サカマタ Orcinus orca 

イルカ類は東釧路貝塚、蛇日町入江貝塚に多く｀前召にイシイルカ、後者 9てカマイルカが名<

忍められた。頁乱II路仔IIて（よ特に名く、頭蓋の吻娼を内側に向けて放射状に配列、あろいは外側の

右同に吻端を阿けて買くなと特別の配慮0)もとに、l(iべら m、そこに義礼が何らかの形ズ行われた

ことを示していた。サカマタの出士は稀であるか、人江貝塚より出土している。

懇脚類 Pinnip吋

［アシカ韮+-IOtaril』 c トトゞ Eunwtopias jubata 

アシカ Zalophus sp. 

オットセイ Callorhinus ursinus 

アシカばかってぷ邦辺I毎に名棲しだニオ、‘ノアシカあるいはクロアシカといわ九る種類である。東

釧路旦塚ではこれの出土か多く、 トドは幼獣もみられたか数は少ない。オゾトセイは雌と幼獣で

吃った。オノト~セイ C) 多いのは内潤底岸の貝塚て、北黄金貝塚て多かったことは 1 9 6 9年の調

百て筆者がはじめて確認している。それらがすべて雌獣や幼｛本であって、オ，トセイの同遊状況

を誂知した上での立地てあった。しかし、オノトセイの多 lヽ のは、縄文前期であって、中・

後期巨塚ではかえって少たいしこのことは、出土する骨角器ー特 1こ鈷頭ーの景からも裏づけられ

るc 縄文早明末芙あるいは袖期初めに現われる加獣骨脚の朋窟式廷頭かこの円叫湾内で最もさか

んにつくられるのは前期後葉の時期なのてある。
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（アザラシf+'JPhocidlae 

縄文時代の目塚でアサラシ類を多く出土する遺跡はない。これはアザラシ類の王fころ回遊分布地

域であろオホーック洵側に縄文人の産洋資源を求めた遺跡か少だいからてあるか、庄調なオホーツ

ク海岸が生活立地上好適でたかったことも考えられる。もちろんそれ以降の時期の人々にとって

も同じであって、縄文期、オホーツク文化期、擦文即それ以降の時期の遺跡が限られた湯所に戸な

る頌向がここでもみられるのであるが、その場合でも海獣猟ー特にアザラシ猟ーヘの積栂さは網

文明には低かったとみざるを得な 1~ ヽ。

烏綱 Aves

ペリカン目 Pelecani for mis 

［ウミウ科JPhalacrocoracidae ウミウ Phalacrocorax c api l latus 

ヒメウ P. pPlagicusなど

［ウミスズメ科〕 Al('idae ウミガラス Uria aalge 

北海道に繁殖すろこれらの島は岩礁の海岸に多い。外海性の貝塚にこれらの鳥をみるのば、近

くに繁殖、営東地かあったからであろう。

:ズナギドリ El Procellarliformes 

〔アホウド＇）科〕 Diomedee アホウドリ ・[)iornedea albatrus など

アホウドリの出土ぱ多い

ワシタカ目 Fa.lconiformes 

〔ワシタカ科］ Accipitridae

オジロワシ Ha.liaeetus albicilla と思わ汎る骨格の一個体分か蛇田町入吐貝塚の後期

の貝屑より出上している。これにぱ頑恕と脚の爪の部分のみ欠けていたかしこれは裏味がある

ことと思われる。残存していた中節偶の遠位端に船り切ろうとした際についた鋭い切り侶があっ

たかそれば爪の部分を切った狼跡であるし頭蓋からは瞬の部分を切りとったかもしれたい（後述

の青森県の縄文期にその例かある）。いずれも呪術的な意味の隠いものであっだろう。苫小牧市

柏苗貝塚では、中足骨と趾骨が揃って出土している。

爬虫網 Reptilia 

カメ目 Chelonia 

〔ウミガメ科］ Chel oni dae オサガメ DPrmochelys coriacea 

北海道ぬ縄文期貝塚て特にウミガメの多く出土した例1よたいか、オサガメか入汀貝塚、下歳市

芙沢）II流城の芙沢第 4遺防（縄文削期）で出土している。オサガメぱ最大のウミガメである。熱

帯から温帯に分布ずるか北悔道近海での捕獲例もあろ。貝塚からの出十例は、当時か1rりの数の

同遊か北海直にまでみられたからであろう。
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H 北海道・オポーツク、擦文文化期

音椎動物 V（ぅ rtebrata I[1且乳綱 Mama! in 

I陸棲猷類 Land Manmlals | 

工ゾシカ エゾヒグマ

オオーツク文化斯の人々によって捕獲されたこれらの大型獣しつ骨は、縄文文化期のそれに比べ

てはるかに多い。 特に頸蓋は竪穴の一画に集栢 芯れ、頭蓋崇拝のあったこと が推測ボれる。

網走市モヨロ貝塚では、こうした状況を知る好例か知られている。竪穴の西北咽近くに 9個の

クマの頭甚か東向合に拉べられ、 7イ固ぱ頭骨か上に直ねられていた c 別に炉の西北にもクマやシカ、

海獣類の頭幕が栢まれていた。そして、これら頭骨と対称の付楢に数個の自然石をすえ、なかに

クマの四肢骨か栢まれていたという (7号竪穴）。これらの骨は写真でみる限り成獣のものが多

く、ンカも成獣の雄で、角は角誓骨の基部から切断されていた。

オオーソク文化期住居址内の骨集積1よ根室弁天島遺跡ても知られており、ここでもクマとシカ

ガあったが頭蔦の保存がよかったのはシカだけであった。雄が大部分であるらしく、角は角坐骨

のところで切断されていた。

根字で1よオンネモト遺跡か調査され、住居址およびそれをおおう員塚が調査された。住居址内

にはヒグマの頭器、下顎骨、下肢骨を主とすろブロノクとクジラ類、ゴマフアザラシ（宅体）、ト

ド｀アシカそれにシカ、キツネ、烏・魚骨を加えたブロ y クが 4ケ所くらし、あった。

こうしたオホーツク文化期の骨集柏の実体が明らかにされたのは、 19 7 2年の常呂遺跡栄浦第

二遺跡における 5基の竪穴の動物群凋査の報告からてある。出土した骨類のすべてか採取され、

それらは地点毎に整理され、その動物骨の内容、構成か明らかにされた。たたこの時にも第者が

骨を検したのは発掘後であって、そのために骨の二次的な破損、あるいは出土の現状のままを記

録するに至らなかったこと 1よ残念てあった。そのような欠点を除いては、おおよその様相を知り

得たのであ る。

次0)ような状況の骨塚がみられた。

1クマの頭骨群（これに中小獣類の頭骨も少塁伴う）。

2クマの頭骨群と同肢骨群（同じ竪穴内で分けて囲かれていた）。

3クマ、シカおよび中小獣類の頭骨群よりなる。

4ンカの頭骨群（これはクマの肢骨群か伴った） a 

これらの動物のなかで特にクマについてはその年令構成・性別などに興味が持たれるか、これ

については別表を参照されたい。次に骨集積内での獣骨について簡単に説明しておく。

7号竪穴でみられる頭骨群

確認された 8涸体分の上顎骨でM2に顕著な咬耗のみられるのは 2個体て｀その他はこく聡度

のものであ った。四肢骨でも 、例えば 7例の大腿骨中 6例は遠近位両骨端のはずれた骨であり、
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そのうち 4例は小さい幼獣であった。

次だーンカについてで戌るか、 7月昭穴て 10 ~ 1 1くらいの雄頭塩と 3個の雌頭蓋かあった。

雄の頭係には角を切憫した痕かみられ、その切狂吠況ば、根室弁天島遺砂出十ーの頭盆にみるよう

に角坐酋のかたり下で切断している。まだ、脳髄の摘出ぱ半敷のものにみられ、そのための頭蓋

第 1表 香深井 A遺跡出---Lt::クマの年合および死亡時期

斎
用いた方法とそれそれの結果

料 下顎骨のX線 第 1後打歯 第 1後 1―□I歯 結 キ哨^I上I 

歯牙の状態
および桑色像

た困X線像 犬歯染色像 x 緑像 憂色像
番

号 年ヘ 死亡 年合
死亡 年ム 死L 年ム 死亡 年ム 死亡 年ヘ 死亡

年合性別贔で時期 時期 ロ時期 ―TJ 時期 っ時期 TJ 時期

1 

゜
疫～秋

゜
()？夏～秋

2 0 秋～冬

゜
夏～秋

゜
内？ 秋

3 0 ” ゜
夏～秋

゜
;ーt;?・ 秋

4 0 I/ 

゜
:？ 秋

5 0 ，, 

゜
秋？

゜
も‘ 秋

6 0 ” ゜
秋

゜
臼？ 秋

7 

゜” ゜
舌~ ？ 秋

8 1? 夏？ 1? 夏～秋 1? 2 夏～秋？

， 3 3 春 3 内 脊

10 3 ？ 3 内 春

11 2 2 ？ 春

12 2? 夏？ 2 春？ 2 春？ 2 舌 春？

13 2 春～夏 2? 2 ？ 春～衰

14 7~8 春 8 春 8 2 春

15 6? ？ 7 春？ 7 () .I. 春‘?

16 3~4 春 3 ? 3?'2? 春

17 8 春 8 春～夏 8 ＄ 春

18 5~7冬～春 5~7 も？呑？

19 10?春～夏 10 春 10 りキ 春

20 | 5 春 ？ 5 内？ 春

21 6? 春 5~6 春 6 春 6 合 春

22 20+a 春 ？ 20+aも 春

23 20+a 春 20+a春

I 
20+a t 春

注 ？は推定が不確実なことを示す。 5~7等は、年輪が不鮮明で、 5オ・ 6オ・ 7オの

いずれかであることをホす。
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切困吃るいぱ一部の阪坊だとかみられた。成が：と苦叫 (M2の完全廿り出以印］の段1'i;『までのものも

含む）との比は 8 : 5くらいであった。

その他の小型州ではタヌキか主体て迂骨も名く、｛廿せて四岐ヰも名かったウ

8号喧穴でのクマの面叶の集子は最も曲型的をもので 14ないし 16偲の頭開かあっだ（＇これ

も発捌時だぱ確詑で苔たかっだ）。頭骨は 2なし、し 3個；な重左ってしヽる状況在よくみられだ。し

かも、叫骨ぱ単に山積み；ごするとし、うのてはなく｀中心；；；グ丸fて、そこへ向けて放射状の削列を

したようてある。たたし、置し、た場所は奥行蓋のあったところて1よないから、とうし C も人右応

ぴろかるような形に合：ったようである，2

4け竪穴東壁中央の中小獣頭骨の集栢

エソウサギ： 1個体分

工 ‘Jタヌキ：頭骨 3、側頭部，［いこ窄孔されてしヽ tこのぱ 2個

カワウゾ ：頑骨 1、側叫部右に穿孔

オノトセイ、アサラシば下顎脅のみて、それそれ lおよび 5個

キクキツネ：頭骨 3、｛則頭部左右に穿孔

クロテノ ：頑骨 8、側頭部両側あるいは片側より穿孔したもの

以上か特殊左骨染積の状況である。いわゆる骨集桔場はこうした動物種の骨が主体になったば

ずてあるか、なおこの他に鳥類、魚類の種々な瑶位が伴出しており、同様の意図があったものと

忠われる。

「イヌ斥‘↓,̀l Canidae イヌ CaniR familaris 

オホーツク文化期の遺飼からはイヌの遠骸が多数出七すろことか知られている。網走市モヨロ

圧塚からイヌの頭蓋約 30 0個を採集したと故児玉作左衛円氏は記されており、近年の学術凋苓

であっ t：礼文罠香深井A栽跡においても、重復する薮個の竪穴をおおう貝置からの出上であった

か、推戸［最少個体数 33 0偲体を出土している。しかしどの遺跡の規合でも同様の出土状況を示

すとは仄らす、クマ、シカ、海獣頚を主としたいわゆる骨塚には、イヌを殆んど含まないような

例（常呂栄i甫第二遺跡）もあ打、その扱い方に違いのあることが認められるのである。

きて、プホーック文化期のイヌの形質について、まとまった見解を示含れているのは、直良信

夫、高橋多蔵の両氏である。直良1よド額骨の形質をもとに、 A・B2型に分げ、 A型を大型で、骨

体は車叩で、飢□歯列から後巳歯列にかけての骨体下底縁が非常な丸みをもって強く膨出してい

るもの、 B型は、やはり一般に大型であるが、 Aはと骨体は直厚ではなく、また A型のようた骨

体下底縁の強い膨出かみられないものてある。また高橋はカラフトの艮塚出上の家犬の頭蓋骨を

大言さに従って 3型に分類している。

先述の礼文為香探井A遺跡出士のイヌの頭蓋を形質によって大別すると、吻部の巾か広く頑丈

なもの (Aタイプ）、巾の比較的細いもの (Bタイプ）に分けられる。頭骨と下頼の共伴する資
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料によって、頭畜と下頒骨との形質関係をみると、

Aタイプの頭誓こ A型の卜類骨が、 Bタイプの瞑晋

に B型の下顎骨か伴うようである。ただ直良のホし

たA梨の下顎骨と同程度に卜顎底の膨隆した資料ば

少たく、 A~D型の中間的な形のようである，一方、

阻良のいう下頻骨B型は、香深井A]貝跡の Bタイプ

の頭蓋に伴うものに近似するようである。芥深井A

遺跡では、 Aタイプの吻部をもつ頭諮が多く、また

A. B両タイプ、中間的なものもやはりかなりみら

れた。

以上にみた形質でIi、AおよびAB中閻のタイプ

はオホーツク文化期以前の縄文期にはみないもので

あり、これに対して、 Bタイプの頭蒋は、北海這、

本小卜1あるいは沿海J、卜Iなど東アジアの諸地域で知られ

るものな 0)である。 Aタイプのものがアラスカ地方

の艮塚に知られることは報告されているが、その分

布や系統については問題が残される。おそらく、オ

ホーツク海からアリューシャン列島の海岸地域で飼

育含れた一秤てあったのであろう。

オホーツク文化期のイヌについて 1よ、以上に述べ

た形質的特徴の他に、その飼育、利用の方法にも注

目含れる点がある。先に述べた香深井A逍跡ての

3 3 0頭に達する遠体で、全身の骨格かそろって出

土した例は 1頭もなく、散乱した状態で出士ずるの

A型

。
1 0l祁

第 1図礼文島香深井A遁跡

（オホーツク文化期）

出＿十のイヌの頭蓋骨・下頷骨(1)

か常であった。頭骨のみC)出土、上肢あるいは下肢のみか 2個体分以卜まとまって出」した例、

椎体列 1個休分かつたがっズ出土する例たどは、イヌを様々な方法で解体処理したことを示して

いた。その上、 卜寛骨の歯牙の萌出状態および院耗状態をみると、老獣段階のものはなく、 2.

3オ以前に死亡している例が多いのである。これらの事例は、飼育されたイヌが食用となったこ

とを示すものであり、それに伴う宗数的な儀礼か様々左形であったことを推測させるのに充分で

ある。

オホーツク文化期においてイヌの特殊な利用のあったことは、直良信夫かオホーツク洞沿岸遠

跡の家人骨をつふさに検した際、その角状突起部分に人為的な破f員のあることを発貝して、これ

か屠殺、解体を示す一例であると説明しているのが 1よじめてである。
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AD型 B型

゜
1 0 cm 

第 2図 礼文島香深井A遺跡（オホーツク文化期）出土のイヌの頭薩骨・下顎骨(2)

その後 19 6 9年の香深井A遺跡の第 2次凋査時であったが、その際、先述したイヌの特異な

出土状況を金子ば認識し、その注目すべきことを指摘したのであった u 本州における縄文文化期

のイヌの埋葬諸例の多くをみてきた者にとっては極めて異質た様相であった。

キタキツネ エゾダヌキ

〔イタチ科〕 Muslelidae クロテン Martes zibellina 

キエリテン Charronia feavigula 

カワウソ

これらは先に述べtこ骨集積場所に染められ、独立したフロックを作ろようである。これとは別

9こ貝塚や骨塚といえる貝や魚骨を主体としたような集積場所からも出土し、キツネ、タヌキか中
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小獣のt1本となる。椎I付オノコロマナイ貝塚ではキッネか名く、常呂栄浦ではタヌキかじ体を占

めていた。テンもこれらに欠いで多い。ただしキエリテンはオノコロマナイ貝塚O)出」ーでこれは

大陸からの移入屈である。

|i紅棲限矧 I
本邦の海岸遺翫からは諒類、嗜脚類の遺骸か少なからす出—しすることはすでだiホベたが、北；）毎

道におけるオオーツク文化期の遺跡からも笠窟に出土し、かつその内容ば、縄文文化あるいはそ

れ以降のものとまた呉なるものをもつ。一つにはオホーック ‘f籠という自然を背景としての狩猟活

動の所痒であるか、文化的、技術的な面との関連も深い J そこて特にここに一項をもうけて述ヘ

ておく。

オドーツク文化の演跡から出上する海獣類遺休は、アシカ科、アザラン科、 クジラ目各栖1この

ぽるか、逍跡による出上の内容も一様ではなく、例えば道北部ではアシカ科のオノトセイとク、/

ラ目か多く、道東部てはオノトヤイの出土もみるか、アサラン科各種の出士か少なくたい。

直北部の礼文島香深井A遺跡では、 i毎猷類各糧の推計悟体敷、アシカ科トド 61、オノトセイ

3 7 6、アシカ類 15、アザラシ科 11 4個体であった。

アサラシ科冬種についての骨栴全体からの調百ばたお終了していだいか、出土贔の名かった

の1よゴマフアサラシ、フィ l）アザラシであって、アゴヒゲアサラシ、クラカケアザランは少たか

った。最も数の多かったオ・ノトセイ 1よ、その約 3./ 4 Iよ雄獣で、その半数以上はテリトリーブル

といわれる 10オ以卜になる大甜リの雄獣であった。雌は約 60 %は成獣であった。成獣以外の苦

獣においても、 1オ未禍である Kう左幼獣個体は雌雄ともに面めて少プ［かった。以tのような年

令．性構成は、海獣狩猟の際の撰択というよりも、礼文罠かオノ 1、セイの回遊コースであること、

また、この島の近i毎か雄の成獣の秋から春に至る期間の分布域にあたったであろうと推定点れる

ことたどから、既述したようた成獣雄を主とする捕猟かみられる結果となったと思われる c

次に直束池城についてみると、例えば杖室市オノフ、モト遺跡では最多数虫上はオノトセイであ

るが、それはむしろ雌成獣幼獣を土として雄成獣ば少ない。これはこの海域に南下回遊するオッ

トセイか雌や幼・若獣を主体としていることと明らかに関係する c

アサ‘ラシ類てはゴマフアザラシ、アゴピケアザラシ、クラカケアザラン、フィリアザラシ、セ

ニガタアサラシの 5積類かみられ、ブマファザラシが主体であるが、根室から千烏列島に主とし

た分布をもつゼニガタアザラシの多かったことは、地域的特徴をよくホすものであったといえよ

。
ち
ノ

クジラ類について次に全般的に述べる。オホーック文化の直腐から出上する骨は少左く左し、か、

個体数としてば、鰭脚類よりもはろかに少たいのであろう。その中て、直北の逍跡では比較的多

く、香深井A遺跡ではイルカを含めて 11種か同定され、推J・I最少個体数は 61個体となった。

このうち重要なものをあげるとすれば、大型のクシラとしてセミクンラ Eubalaena glacia-
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I i R ザトウクシラ＼lega,ptera novaeangl i ae、マッコウクンラ Phvs,：、 tercatodon n 小

型のクジラではゴンドウクジラ GIo b i c ('ph a I a m（"I aゃna、カマイルカ Lage11orhyncl11rn

obliguidens、 イシイルカ PhocoPnoides dal 1 iが名し、。 そして小邸のクシラ類てIi、

いわゆる骨塚に頭五骨を含む全身骨栴が出士しているのてある。なお、この否深井 A遺跡ては、

ゴンドウクジラを含仔多くの動物骨を集めた隼仁か検出されていろ。それは化文島という島左ら

てはの様祖であった。

擦文期の例であるか、アシカの頭肯 7個以じび奥尻島青苗貝塚から出十しており形態学的た研

究か行たわ刀ている。宜者らか発掘した 19 7 6年にもアシカの骨か大量に出｛しており、季節

的な炉狐か行なわれたことを推測させた。

［イタチ科〕 .¥'lustP!idae

ラノコ Enhydra lutris の出十か五年庄目されている。すべて続縄文期、オホーック文化

期のものてあるか、太平洋岸と円浦高東液域にまてみられる。かって本邦近海に棲息することか

あったらしし沿

「イノシシ科〕 Suida カラフトプタ Sus inoi 

カラフトわよび北海道のオホーツク文化期の遺跡から芍殊なイノシシ類の遺骸の出十すること

は、この文化期の直約を早く注目された稲生典太郎氏によって指摘され↑こ氏が採染芯れた遺骸

を検討したのは直良信―夫であったか、

直良はこのカラフトの貝蝦産のイノ

シシ類に対してその形四的特徴から

詞簑された家缶フタであることを認

め、カラフトフタ:s (Sus inoi) 

と命名した。旧良は、それらのフタ

の形質が、中国の東北部、朝鮮地方

でみる黒毛の半野生プタの形質とよ

＜ ｛以ていることから、これらのブタ

ぱ樺太貝塚人かアム・ールランドを経

て移入されたものであり、移入後狼

特の発達をとげたものと考えた。

第 2次大戦後、北海道内のオホー

ック文化の研究が進み、特に近年、

北海遺化部の遺訪、礼文島斎深井 A

遺跡、利尻島マタワソカ旦塚等より

かなり多くのほ体が発見されるに至

。
20（加

第 3図 カラフトブタの頭蓋肯・下類骨
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I]、その形質あるいぱ年令構成なとが明らかにされて苔ている。特に完全た頭器骨の出土によっ

て、本種の形態的特徴がよく知られるようにたった。それ らの詳細についてはな お調杏中である

が、形質の概要を記すと次の通りである。第 3図に示 した香深，JtA灘跡出士の雌の頭蓋につい て

のべ知

大苔さはニオノイノシシよりも少し人きい程囲てある 。左もの妬骨弓の形態か特徴的で、 ニホ

ンイノシシやウスリーイノシシでは、左右の頬骨弓かほぼ平行するが、カラフトブタでは外側に

検く張り出して、頗嘉の巾を広くし、丸味の強い頭盆の形をつくっている 。また涙骨か らヒ顎骨

にかけての領斜はゆるくなり、上頒骨後部外側への張り出しも強くなっている。歯牙9よニホノイ

／シシより大きい。側面観9こみる前叫骨から後頭部に至る頭蓄L面は、野生イノシ、ンにみるよう

に殆んど直線的である。

次1こ遺跡における出土内容について述ぺると、マタワ ノカ貝塚では上、下顎酋の殆んどが幼 ．

只獣てあり、その中でも M3の萌出の不完全なものが多い。香深井A遺跡では推口r最少個体数84

個体という多数が出上している。それには幼・若、成、老の各年令の個体が含まれていることか

ら、繁殖集団として飼養されていたことが予測含れる。島という特殊な環堵下での人々の生活維

持にあって、こうした飼育馳物が重要な役割を束したで あろう ことぱ想像9こ難くない。

ところで、このようなカラフトプタの遺骸は北洵適木島においても各地の遺跡に残されてい

る。その出士雷は樹めて少なくなると思われ、礼文、利尻島に最も近い椎内市オノコロマナイ

遺跡では、出士したものぱ 20片あまりの四肢骨片であり、さらにオホーック海岸を東する道東

の常呂、網走、根室地方の遺跡において1よ、 •涸査で数個の竹片を得るにとどまる。そこでは既

に飼育の面影1よみられないのである。

烏緬 Avt-'s

この時期の遺跡にみる烏骨の出土は極めて多くまた種類も多い。烏骨につい ての研究1よ充分と

はいい難いが、例えば椎内オンコロマナイ貝塚では少なくとも 20種類におよぷ種類が含まれ、

礼文島否深井A遺跡でも 16種以上あったと考えられるにおよんた。

［ウ科 Phalarrocoracidal ウミスズメ科 Alcidae アホウドリ科 Diomedeidac 

ァビ科 Gaviidae、カ モメ科 Laridae ミズナギド ＇）科 Pnffinidae、 カンガモ科

Anatidae ワシタカ科 Aecipit.ridae ) 

ウの類が 40 oJ,を占め．アホウドリ類か 20 %、ウミカラス類が 10 %弱というのかオンコロ

マナイ貝塚での様相であったか、おそらく他のオホーツク関係の遺跡でも近似した内容であると

思われる。これらの鳥は肉はもちろんであるが、羽毛、卵なども生店の資源として重要であった。

味においてけっして芙味とぱいい難いものであるが、すこぷる大量に捕獲しているのである。

このことは前にも述べたが、この地域で鳥骨の出士が多いことは、北海道に繁殖する種類を含

むこと、豊富た魚に集まる海鳥であること、遺跡や貝塚の立地がこうした海岸あるいは洵崖に近
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し、ことなどかあげられるだろう c

m 本州・四国・九州およびその周辺の島々

介椎動物 Vertebrate 

陸棲動物

偶蹄目 Artiodactyla 

［シカ科） （一応 rvidae ニポンジカ Cervus n1ppon 

［イノシシ料： Suidae イノシシ Sus scrofa 

リュウキュウイノシジ S.S, riukiuanus 

オオッノシカ Mcgalocerro~ か史親世以後、般新世になっても生存したという説もある

か明瞭な遺跡からの出士例で確認されたことばない。またノロ Capreolus capreolusの角

が福島県し、わ沢地方の貝塚で表面採集されているか、これも当時のものと確認含れていない。

上記の二種を除いて本］、卜1以南0)縄文期以降い木列島ては（沖縄諸島で1よイノシシに限られるが）

をニホンシカとイノシシの二種が当時の人々の生活に大含た関わりをもってきた。今 R

遺仔するものとして骨角、歯牙をみるか｀注目されるの1よ竹角、歯牙を材料としてつくられた道

具であって、 これら梨品の殆んどがこの 2挿の動物から俎ているのである。もちろん、利用し喝

る部位ぱ限られ、使用目的によく涵した籾作法あるいは加工技術が考えられている。

シカおよびイノシシを大型陸棲動物の代表とする動物相は愛媛県上黒界第 9閾 9てみられるよう

に、日木におけろ＋器投作技術の出現当初において既にみられていたものである。十器の出現が

あるいぱそれよりさら冗古く湖ると考えられるか、その時期での代表的た動物相を充分知ろに至

っていない。考古学的な逍物と伴出する良好な動物遣体が知られていたいからである。

縄文時代の両種ば現生種に比べて一般に大苔く、島嶼四の沖縄諸島のリュウキュウイノシシを

別にして、九 J州地方の貝塚産種はやや小さく、関東、東北地方産のもの程大きくなる。現在ィ

ノシシ、シカの生息をみない佐渡、伊豆諾島などの島嶼からも、貝塚その他の溢跡からの出土例

がある。

日本列鳥の島嶼においてぱ特殊な型のイノシシ、シカか知られており、遺跡からも出土する。

如こ述べたリ 1 ウキュウイノシシは早期以降多贔に出士し、薩南諸島にもこれに近似する大蓋さ

のイノシシの骨が出土する。しかし、リュウキュウイノシシとの関係はまだ明らかにされていた

い。対馬、壱岐にもイノシシ、シカか出＋するが、近年行たわれた対馬佐質貝塚（縄文後期）の所

見によると庄倒的に多いのがイノシシであって、シカぱ面めて少なく、場仕するッシマジカたどと

の関係は不明である。

佐渡島にも古くイノシシか棲息したらしいが、縄文後期頃はシカぱ既に生息を絶っている，伊
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第 2表 各地ィノシシ科獣類の頭骨言l測表

細 浦 細 浦 細 浦
飛騨地方 秩父地方 礼文島 アムール

現生種 c規hich生ibI門 イノブタ イノシシ

必． 1lol .16. 2（幻 .16. 3 19) Hida "lさ 3 isl Rdnm) 合

頭骨全長 4 0 5 3 5 5 3 0 8 3 0 8 
4 5 1 

~301 

頗 骨 輻 1 5 8 1 4 0 1 4 3 1 4 2 1 2 0 1 5 6 
1 7 1 

~120 

中央前頭幅 1 8 9 1 7 1 1 7 7 1 6 0 1 5 2 

前珀般大幅 1. 1 6 1 0 2 1 0 2 1 0 4 9 5 9 9.4 

B/L 3 9.0 4 0.0 5 0.7 

B/C 7 4. 1 8 3. 6 8 0. 2 7 5. 0 9 7.4 

D/C 5 4. 0 5 9. 6 5 8.8 5 9 4 6 5. 3 

※細浦：岩手収人船渡市細浦貝塚

豆諸島においては最近の涸査で興味深い事実が知られている。早期から伊豆大島では出上し、八

丈島にも前期には出士する。そして新島、大島での後・晩期の出土、三宅烏での弥生期の例とい

うように、イノシシの遺骸の出一十が知られる。しかし、シカは全く生息した証拠はたい。伊豆諸

島のイノシシは明らかに島嶼型のものであるが、本十産のものとどのような関係があるか人間と

の関係とともに膝味深い問題である。

ブタとして認められるのは先にあげた北方オホーック文化にみる他に古い例はない。沖縄本島の

例で近世の墓（古我知遺跡）から出土したのは現生リュウキュウィノシシよりもやや大善く、頭

輻0)やや広い形態のものであった。

近世の例で長崎市出島オランダ蒔館跡からの出士例は、オランダ人が持って含た頭骨全長約 3

6 0四の大型のブタであった。

縄文～弥生期の遺跡から知られるシカ、イノシシには雌雄、幼・若・老の諸午令段階のものが

みられる。シカでは頭盃にみる限り雄獣が多く、角を付けていたものが多い。シカの雌雄の区別

については形態差から一つ一つの標本でみることが試みられているが、破損標本が多く、否定で

きる標本は限られる。

性別・令査定・死亡季節査定については、大泰司紀之によるシカ下額骨による方法か 19 8 0 

年に開発され、そして、それに基付いた遺跡出士のシカ下顎骨の調査が行われている。その成果

の一部に、縄文遺跡から出土するシカに若年令歴の目立つことから、これを狩猟圧とみる見方と

必ずしもそれと決めつけることはで合ないとする考えが対立している。結誦をいそぐより各地の
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遺跡での仕り方をきめ紀かく考えてゆく立場を筆者はと hたいと思う。遺跡からのキ要骨の出士が

時期的にどのように変っているのかということをもっと丹念に調べる必要があろう。調べた箪者

の研究もそうした立場にあるからである。

イノシシでは、雌雄の区別が犬懐、顎骨たどでかなり容易であり、雌雄ともに捕獲対象とたり、

雌が主体的に捕獲されている例もある。ンカとちがって、幼年段階 (Ml萌出以前の乳歯のみの

段階で生後 13週位まで）のものか時々みられ、次いで＼ll萌出の生後 6ヶ月、以下M2哨出期、

M3萌出期のものか出一十する。全部の永久歯の揃うのは 3年以上経たものであり、星的にこうし

た成獣普が多い。

弥生時代においても、イノシシ、シカの骨の出士は多く、性別、年令構成など類似する。たた

弥生時代の獣骨についてその内容が詳しく報告された例はまだごく少ない。そのたかて、大阪府

池 L遺釣出土（弥生中期）のイノシシ類は特徴的で、 M1の未萌出段階顎骨が 23.3 %、 M3が

未萌出途次か僅かに磨耗する段階 (2年未満） 53. 3 %であった。縄文期の場合（関東地方の晩

期例でみた）、 M l未萌出顎骨は 8,2'ib、その次のM3の萌出途次か僅かな磨耗段階のものが

3 0. 3 %であった。池上遺跡でMlの未萌出段階の個体の多いことが注目された。また、イノシ

シとシカを比べるとイノシシが 60偲体に対して、シカは 8涸体である。イノシシを主体とする

頑向が奈良盆地の縄文後・晩期から弥生期にみられるが、池上遺跡の例は、さらにイノシシに片

寄った出上であった。このよう左ことから池上では一時的にイノシシの飼育が行われていたので

はないかということを推定したのである。

なお、幼獣骨の出土例については｀縄文時代貝塚において知られるような、 cおよび

dm4 の僅かな萌出を認める個体がある。これからは新生児もしくはそれより日時をさして経て

いない個体のものである。イノシシの幼獣を手に入れることは決してで合ないことではたかった

と思われる。縄文人はこうした幼獣を死後食べることなく、これを埋非しているのである。カメ

に入れた確かな例もあ h、 1個体が全身骨格、若しくはそれに近い状態にある骨か出土すること

ば、埋葬あるいはそれに似た行為のあったことを予測させるのに充分である。解体されていない

ことはおそらく食べていたいであろう。食べていないのであれば、例えそれか一時期飼われたと

しても家畜とは程迪く、令く違う意識てあろう。山梨県命生遺跡の l1 4個｛本のイノシシ幼獣下

額骨の出士も、雌雄両性があり、飼育を意識したものとは考え難い。イノシシのように幼獣の出

上の殆んど無いシカではこうした出土例はない。イノシシは簡単に捕えることのできない獣では

あったが、人々に馴染み深い獣でもあり、それ故に、殻近の愛知県伊川津貝塚（縄文晩期）出

土のイノシシの調査では、新美倫子によると一年を通してとっていたことが証明されている。

リュウキュウイノシシ

沖縄本島具志頭村港川の崎浜採石場より多塁のイノシシの化石が出士したことで、数万年前か

らこの地域にイノシシが棲息していたことが確認され、南西諸島の各地からも知られている。沖
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縄本島、危芙大島、徳之島たど縄文後期に全る貝塚、これ以後さらに新しい時期の石坦島、西表

島の諸貝塚においても多くの骨が出土する。

沖縄本島、渡喜仁浜貝塚の 19 7 7年報告によると、下頴骨 10個が出土し、 M2不完全萌出

例、 M3末萌出例各 1個を除くと、すべて他はM3萌出あるいは念らに咬耗の進んだ段階のもの

であり、本州や九州本島におけるイノシシ直体とさして違いのない在り方であったらしい。

1 9 8 1年縄文早期の野国遺跡か調査され、イノシシの解体址か検出された。これは総個体敬

6 6 1という大量のもので、詳しい内容が報告されている。その中でイヌの遺骸か検出されてい

ないことが注菌される。これについては別の見地から調査する必要があろう。その後、波照間烏

の卜田原貝塚（縄文晩期）からも多数の骨が出土し、 ここでは 0.5オから 1.5オという個体が

3 2％であったが、本島の古我地遺跡も 33佑であった。若い個体に対する扱い方の共通するの

は、本島と島嶼とてイノシシヘの対応に大蓋な差はなかったとみるべ苔たのであろう。

（ウシ科） Boyidal ニッポンカモシカ Capricornis crispis 

平野部の貝塚などで知られることは殆んどなく、出士例は山間の涸穴や店唸逍趾に限られる。

筆者の調査し得た例では、新混県宅谷洞穴（縄文前期）、長野県唐沢岩蔭（縄文晩期～弥生期）、

長野県漑倉詞穴（弥生期）があり、他に長野県栃原詞穴（縄文早期）もその例といえよう。これ

らの詞穴で出土するカモシカはかなりの数であって、地形的な条件を巧みに利用して捕獲してい

たことが考えられる。なお、洞穴遁跡の形成は以 tの例からも見られるように縄文早期から晩期、

さらに弥生期に及び、そして、動物骨特に獣骨の出士は多い。居沢洞穴は縄文晩期から弥生期、

楊倉洞穴ば草創期より晩期さらに弥生～古墳期に至る堆積居をもち、ここでもサル、クマ、イノ

シシ、シカ、カモシカなど多彩な獣骨が出土した。湯倉洞穴の最上暦てある占禎時代の屈からは、

他の遺跡で1よ殆んどみることのないシカの新生児骨がかなりまとまってみられた。

人泰司紀之の敦示によれば、当時シカの新生児あるいは牛後間もない個体を専門にとる猟があ

ったのではたいかというのである。つまり、バンビの柔かい毛皮を目的とし~た猟である。このよ

うな猟が占墳時代になってみられるところに注目させられるのである。

最近注意している動物骨の出土の焼骨の問超がある。これについては早くに注目している考占

学者もあり、類例が集められている。最近の群馬県千栂谷戸、東京都なすな原遠跡などではこれ

までにない多醤の焼骨が出土し、前者が家屋火災時に焼けたものと考え、後者は儀礼的な意味

が考えられることを出土の状態から推定していろ。先に述べた山梨県金生遺跡もまたその好例で

ある。

ウシ Bos taurus 

縄文時代から弥生時代に平る間のウシの遺体の確かな出士例は今日なおとく限られる。特に純

文時代のこれまでの出士例は問題が残る。弥生時代の例でも、壱岐、原ノ辻遺跡（弥生中・後期）

での下額骨と肢骨片、長崎県揺江島（五島列島）大浜貝塚から知られたウシの歯〈加工した図があ
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るという。弥生中・後期）かをる。上記の原ノ辻出土の骨9よ、仙波記彦夭によれば 4頭分があり、

その大合さは日本の仕束牛として知られる山口只萩巾見島の見島牛と同じてあったという。林田

重辛氏による四肢骨（弥生時代 2、土師期 1、余良時代 1体）凋介でも本邦古代牛の大含含か

見島牛、硫球勺郡国牛、明冶中葉の五島牛と大差がたいという。

1 9 7 8年東京都港区伊皿了遺跡で、弥生時代中期の方形固溝墓（宮ノ台期）の周溝上緑外側

ぎりぎりの場所に牛の頭蓋が浅い凹みをつくって坪置したものが発兄含れた。頭盈ぱ角を含む後

頭部が切除念れ、左右の下額骨がそのしに重ね合わせろようにして置かオしていたものであった。

このようだ出土例ばかって知られることはたく、それ自体きわめて意包的たものであったとみた

ければならないたろう。周溝外緑の苔わにおくことも、周溝禁と伺らかの関わりを考え念せる

のに允分である。今後、同じような出土例によって、この時期の牛の存在が証明されることが望

まれるのである。伊皿了の牛の歯牙計測値上からは、上記の例とほとんど変わりない～

1 9 8 3年神奈川県横須賀市なた苔り遥跡で占墳時代貝塚の貝囲直下にウ、ンの頭骨か石囲いの

中に仰向けにして出土し、その周りには大景の碗や杯があった。これも上記の牛に似た人きさであっ

た。東京郁練馬区目井東遺跡では住居址床を堀り、数頭のウシが埋められていた。いずれも祭祀

を思わせる、菌味のある出土状態であった。

中世沖縄の城郭であるグスクからは多量のウシが出上する。大苔さは日本に知られる在来牛

（国ノ島、見島牛）と現在の和牛との中間くらいである。九州からの搬入も充分考えられる。

斉蹄目 Peri ssodactyla 

［ウマ科］じquidae ウマ Equus cabal !us 

縄文時代から弥生時代にかけてのウマの存在も牛と同様に問題が残る。縄文時代の貝塚から出

土したという馬歯もあるがたお問題である。愛知県熱田貝塚の出上品は~この時期特有の線刻の

刻まれた中手骨であって、弥生時代のものとされている。壱岐、カラカミ、原ノ辻からは中足

骨＇か出士していて、いずれも日木在来馬である木曽馬｀ トカラ馬などに近い人きさのもので、中

型馬といわれている。縄文時代の馬について林田重幸は、鹿児島県出水貝塚縄文後期巾来式期の

貝層出土、千葉県銚子市余山貝塚（縄文後期）から得た資料についてふれ、これはさらに小さい

小型馬であるとし、華南方面から伝来ゴースな想定する。中型馬については、これとは別の中央

アジア、朝鮮半鳥経由で古墳時代にたって渡来したと考えた。一方現生中・小到馬の遺伝的な近

緑関係を区別することができないとする最近の研究があり、いわば中小型馬の二流渡来説に批

判がでている。さらにまた考古資糾からも、南西諸島の縄文時代にウマが飼育された証拠は今日

のところない。ウマかさかんに飼われるようにたるのは中柑のグスク期に至ってからである。グ

スク出土のウマは現在の中型馬とほぽ同大である。

食肉目 C arni vora 

〔クマ科JUrsidae ツキノワグマ Selenarctos thibetanus 
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クマは先にカモシカの直て述べた』問部閲穴、庁陰遺趾で多く、カモシカ、と jド出すること（よ狩

猟条件に加直すると（ころか花るからであろう。平野部の貝塚からはクマの大歯もるいはf旨骨 9こ穿

孔しだ手飾晶か出＋ーするじ罷文早期から例力あり、後・院期9こ多い Q こ紅らはおそらく文易品と

して山間地域からもたらされたものたのてもろう 3 たお貝塚の例として告戸県むつ市痘花目塚（間

文中助末）で（よ、頑品や［叫肢骨か出士する。下北半島の先端に近い位i習にあり、 80 0 mJJ、Iの

山塊の山麓とし、う特別の環境によ応と考えられ、大咽良1炎j應大てあ り｀たから間獲阿ガもいのは、穴

団、冬眠としヽ う特殊な生態かあるからであり 、利｝廿価（伯力＇I汀かったからであろう。

［イヌ科‘ICon 1 (l ae ポンドオオカミ (̀an l s l npus h(`9(loph i l ax 

貝塚あるし、（よ洞穴な とでのオン ドオオカミ の也（本は、 1,]じ食肉獣のクマなとに比べて苦しく’じ

たい。捕獲条件の難しい獣であり、稀に楠徳されたのてあろう。逍骸としても極めて限

られ、貝塚などでの出土例も少たい。 千第県市庫市西広貝塚の縄文晩期の骨の集積区より碩笛

底部のみか出＋ 1ノ、その他の竹は 全く出士 し左 かった。歯牙や四肢骨がとの ように含れた

か全く不明であるか、そうしだ一部の骨も穿孔たとされて1廿lヽら tしてし‘るところから、［嬰な科

はすべて再配分され逍別には残らなかったと思われる。四国の闊知県佐川の洞穴から出 1した例

か完全な韻和もつ殆んど哨ーのものてあろう。貝塚から出卜するオオカミの遺体に頑忍を伴わぬ

ことは大含左支障でもるが、やむを得ない。縄文時代のオオカミについてはかつて長谷部言人に

よって大小二型があり 、大な る方はシベリアオオカミ の系紐を引くもの とし‘われている。

［イヌHlCanidae イヌ Canis fami liar1s 

網文期以降の遺跡てイヌの遺骸の出十する例は全国にみることかて含る，縄文早萌の例は稀て

あるか、前期では神奈川県横浜市菊名貝塚のiinき10．数個1,4分を出士した例もあるか後・晩期

に全るほど埋存例は多くなる。

1 9 7 9年宮城県教育委員会の謁杏しに気仙沼市旧柄貝塚は縄文後末期を主体 とす る目塚で、

発掘面積も広いこともあったか、 22国体の埋葬犬とその他散乱した骨を準ているしこれに つい

ては、現代芝犬との比齢も含めた詳しい研究報告がある。

遺跡からは遊離した下顎骨、四肢骨の出上する例も少く 1ょいか、埋葬と思われる 1個体分の出

士例も多い。それらはいすれも小ピノトを掘って血めている。普通ピットは小さく、 1本を的げる

ようにして入れている。遊離した下顎骨や四肢骨も当初は埋葬されたものだったのてあろう。極

めて稀であるが、四肢の長骨の選五位鉛に鋭い石器による擦り切り痕のある例もあり、それか解

体の際についだものとすれば食用に当てられることも あったと思われる。しかし先に述べた北海

姐礼文島否深井A逍跡（オホーツク文化期）の例でみたような解体を思わせる出十ー状況を本小11以

南の地で接する機会はない。

縄文時代のイヌは大部分が長谷部 (19 5 2五大別）による小咄犬に属しており、中型犬は東

北。北海道地方に分布する。石器時代犬の形質については長谷部言人・直良信夫・斉藤弘吉らに
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よっ二[-研空され、 J見生する日本の在文犬で花る砦大ぱ、この間又1l廿代の 1」、引人から系紐を］ 1 < 

ものと芦えられ、現在詳しい計測と形咆学的研究が進めらオ 1．て lヽる。

F1本犬の杯史ぱ、このようだ召郡：廿代犬を埜点『こしてはしぎる fヽ ，、や，今，こ弥生叶代から古墳廿'[

代にたると縄文犬よりも大吾し、イヌが丑げ）いる，大［やからよ h人型のイメか招来されたことも考

えら且るし、時代左'Jg＿ぅて大咽大指向も強叱ろのてあらう。占八人の骨柊力i「第に笈豹していく

これらの研究は今後の投国てある。

弥／し防代の斤畿I也方のイヌて叫肯全長 17.5 0摩とし、う ,1,い1杓1Jカ，もり〈八尼吉屯いは別＇、全

良此代の例で 20 1 0 m ：：：いうのかある (91)泰／原点）。これ以後抑卒の名い())は 14 ~ 1 5世条］位

の翡合犬て、狛）ごlfことに罷又太の面訊＇：を残ずか、頭日~拿丘ば 1 6 6 -~ 1 8 9. 0 T1{/// と笈戎の唱か広

し‘。 fも］はその書I1『大合、くだく、四肢骨ぱ縄文大：て比へてぎ¢しごて、 l/jらかに生活とそのば屯

し＇）変化力•みられ；してあろうゥさらに心柑犬には煉．に埋葬されだ矮小大を汀戸の市術地にみるッ

タヌキ Nvct•"rP11tcs procvonoides 

キツネ Vu!pes vulpes 

中咽獣の代表てあろか、出土犀はタヌキの方力］よろかに名い D —ー遺図からの出＋量はシカ、イ

ノンンに及は左 tヽ，f)、中判隈として 1よおそらく最も多 tヽ 。タメキリ）方が棲息数の多かったことも

考えられるか、人甲近くにも棲もゾL態的な条件によるのであろう。

［イタチ科］ Mns t F l i,laF テン Martes rn<"lampus 

アナグマ ＼Ieles meles 

カワウソ Lutra lut.ra 

テンにはか左 I,大型のキクナテ／ Martes kiknnensis、 アナクマだも 1、 2の社種か考

えられている。カワウ）は選跡からの出十例は決して多くたいが、 1、 2点程度の骨出土例は稀

てはだい。当時は全国の誨岸、同）1|で棲息していたものと囲われる。

〔ネコ科1Felirlae ネコ feliscatus 

龍文・弥生時代にさかのほる出十例はないと思う。中叶鍍合の逍跡には頭骨．、四肢門が出七伽

近廿遺跡にぱ多い（江戸の遺跡）。

オオヤマネコ Lynx sp. 

福＃県見浜遺跡（純文前期）て1よじめて縄文時代の牛息が確認されていろ。以後、北海迅、本小II、

四国の遺競から検出している。また自然詞穴からの出十もある。下頴骨に穿孔して亘飾としてい

る例があり、歯や骨ば多くそのように使われたのであろう。

ウサギ目 Lagomorpha 

「ウサギ科］ Leporidae ノウサギ Lepus brachvurus 

アマミノクロウサギ Pent a 1 a gu s far n es~ i 

アマミノクロウサギは日本の特咤種で、奄美大島と徳之島だけにすむ。徳之靡の太田布遺跡で
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検出されている（糊文晩期から弥生期）。ノウサギは遺跡では一般的であるか、その割に多い出

士ではなし、。むしろ早、前期の選跡で目立つことがある c

悩歯目 RodPntla 

〔リス科〕 Sciuridae リス Sciurus lis 

ムササピ Petaurista leucogenys 

平野地沿の貝塚で出ナするこれらの小・中型獣の数は多くはないか、ウサギなどに比べるとム

ササビの方が多い。樹上棲てあるということが、その居楊所をつ苔とめ、狙いやすいということ

があったのであろう。リス、ムササビの多いのは東北の貝塚である。

（ネズ` ミ科］ Muridae

ネスミ類は出土の標本とし Cはま苔らわしいものである。後世の混入も考えられるからである。

しかしヒ゜，，ト内の貝層などに封じ込められたような出土の場合は閻違いないのであろう。埼玉県

川口市卜伝遺跡のフラスコ状ヒ°'ノトよりアカネズミ Apodemus apeciosusの骨格が多数検

出され、千葉県市原市祇園原でも同じ例かあった。小型のノネズミの混じる例か多い。宮城県気

仙沼田柄貝塚でも多くの骨を検出し、食用として重要視している。

霊長目 Primat1es 

〔オナガザル科］ Cereopi thecida1e ニホンザル Macaca fuscat.a 

夷北地方の下北半島北部の貝塚、北上山地帯の問穴、関東平野の下総丘陵と武蔵野台地南部の

貝塚、中部山地帯の洞穴、岩陰遺跡なとが束日本でサルの骨か出土することて知られている。西

日本においても出上例はあるが、東日木の遺跡ほど多く出土している例ぱないのてはなかろうか。

最近の調査では娼井県鳥浜貝塚（縄文前期）で 15点の下顎骨｀四肢骨が出士している。

石器時代のサルの狩猟技術上の問題として、捕獲されたサルの性・年令別か意味かありそうで

ある。神奈川県横浜市称名寺D地点貝塚からは 30酎位の発掘域で9個のサルの上し下顎骨を得

たが、雄 8、雌 1で歯牙咬耗よりみた年令階廣は、すべてオトナ期 12オ以上、半数はさらにそ

の後期でトショリ期のものが含まれていた。オスでオトナザルでしかも年を経ているのはいわゆ

るハナレザルであったかもしれないし、おそらくそれは群棲する状況のなかで狙うよりも単独の

個体の方が狙い易すかったことか考えられる u しかし、実際に容易であったかとうかはなお疑問

である。サル猟は縄文狩猟のなかでも種々の恙味から興味深い問題を含むので、入念な調査が必

要となろう。

また形態学的に現生ホンドザルとの比較も興味ある研究となっている。例えば房総半島の現生

種のサルは縄文ザルに比ぺて小さくぶ厚い下頷骨を持つという。縄文サルにはそのような特殊化

が現われていない。小進化の瓶史を考える貴重な資料と考えられている。

海棲哺乳類

海牛目 :.; i rC'n i a 
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（ジュゴン科〕 D11gongi<laP シュゴン Dugong dugon 

南西諸島の貝塚各時期のものから出土が知られるが、遺体についての止I；笛な記録ぱ少ない。し

かし遺跡での出士星ぱ少ないらしく、例えば沖縄本島の渡喜Ci丘原貝塚（縄文後斯平行）では吐

骨、椎骨｀中手骨．肩甲醤など 16片が得られたのみでイノシシの骨の出士が 20 0片余もある

のとはかたりの差である。

その後筆者の一人金子は機会ある毎に古代遺跡出土のジュゴンの遺骸を調へたが、遺跡、時期

間の差違は認められるものの、目立って多いという例をみろこと 1よ1こかった J ナこだ 15世紀以降

のクスク期に 1よいり、その発掘資料には肋骨1こど多くを待ている例もあるが、侶体数の急増を推

測させる捏で1よないc ジュコさンの肋骨ぱ大型獣の少ない南西諸島でぱ骨器の素材として白籠視さ

れているのである。捕獲には成獣、幼獣が含まれている。

鯨目 Cctaeea 

〔マノコウクジラ和‘I Physe te r i dae Physeter catodon 

歯の出十か稀にある。 1例は穿孔して明らかに垂飾具的た用途のあったものである。

［マイルカ科］ DeI phi n id a e マイルカ Delphinus <lelphis 

カマイルカ Lage no r h yn c lrn s ob l i qui dens 

パンドウイルカ Tursiops t.runcatus 

〔ネズミイルカ科〕 Phocaenidae スナメリ Nemcris phocaenoides 

［コノドウクンラ科〕(;I obi cephal i dae ゴンドウクジラ類 G l oh i c e ph al a s p. 

オキゴンドウ P s e u do r c a c r as s i <lens 

サカマタ Orcin11s orca 

イルカ類の出土は貝塚などでけっして稀たことではないが逍跡によってはか左りの畠の出十す

ることが知られている。例えば既述した北海消の東釧路貝塚（縄文前期）があり、本）什では東京醗「

部の横浜市称名寺貝塚、同青が台貝塚、千葉巾館山市蛇切詞穴が知られる。東京高口部の両岸に

ほぼ同じ文化期の貝塚か、イルカ猟という共適の漁猟活動の基盤のヒに成立していることは極め

て興味深い。ここで最も多獲されている(!)はマイルカであって、舵切洞穴では総数 37個体（深

椎にみる最小個休数）のマイルカと上記した数種のクジラ類の歯・骨が出土している，

パンドウイルカは葵東京膝の貝塚である埼玉県春日部市花積目塚（縄文中期）、同）1|口市石神

貝塚（縄文晩期）で頭慌が出土し、湾奥にまで当時はいり込んでいたことがわかる。ゴンドウ、

サカマタなどは出七例ぱ少ないが、穿孔された粛が出土する。

1 9 8 2年石川県真脇遺跡て多数のイルカ穎の湿体が出土した。縄文前期を主体とすろ時期で

ある。能登半島の北端に近い位四にあり、小さな入汀の奥まった場所に付習していた。宮崎、平

口両氏によると第 1頸椎による個体数はカマイルカ 88頭、マイルカ 55頭、パンドウウイルカ

1 2頭、ハナゴンドウ 1頭、コヒレゴンドウ 1頭、オキゴンドウ 1頭であったという。富山湾を
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めぐる古代イルカ罰の興味あろ姿が叩らかにされていろ。

鮪脚亜目 f'hinnipPds 

［アシカ科‘lOttariidae ニホンアシカ

トド E um e t o p i a s.i uh a t a 

オットセイ Callorhin11s 11rs1nns 

アシカはかって本小廿沿岸に多棲したらしく骨の出士例を各地にみる。外I毎の貝塚に出十ーか多く 、

閂森虹の下北半島の大閲崎にあるドウマンテヤ貝塚、尼屋崎の札地貝塚、宮城虹松島汽1このそむ

大木囲（塩釜市）貝塚、西円本の例て九I、卜1の玄海灘の孤島沖ノ島の縄文・弥生割の包含図中，こや

や多く発見することかできた。沖ノ島のような孤島に人々かやって来たのは、ここでのアシカ猟

が目的であったから左のであろう。

オノトセイは雌の歯牙、四肢酋か出土するかアシカ類に比べればすっと少ない。東北地方の人

平洋岸に出土する例かある。

アサラシ類で(,tフィ：） （ワモノ） アザラシ が束北地方の且塚で稀にみられる。

鳥縞 Ave8

アビ` 目 Gavi formf'S 

〔アヒ科］Gaviida.e オオハム類 Gavia sp. 

カイツブリ目 Podicipediformes 

〔カイップリ科］ Podicipi1idae カイツブリ類 f'opiceps sp. 

小さいカイップリの骨は出土例も少ない か、大型のオオハムあるいはアカエリカイップリ

Pudiceps grisegena位の大含点のカイツブリが膝口部に叶い貝塚での出十例が多い。

ミズナギドリ目 Proecllariiformes 

［アホウドリ科JDiomedeidai; アホウドリ類 Diom叫憫 Rp-

〔ミズナギドリ科］ Procellariidae オオミズナギドリ Calonectris leuromelas 

ハイイロミズナギドリ Puffinus griseus 

これらは外海に1且い立地の貝塚てみる。以上に述べたアビ穎、カイソブリ類などか魚群の探知

に役立つことはよく知られている。これらの烏か廂面の小動物や小魚を捕食しているので、その

動きか魚群の動きの目じるしにたるわけである。広島県の「烏持網代」 （網の代わりを鳥かする

漁法）は、シロエリオオハムか•イカナゴの群に集まるのを目じるしに、その魚群の下にいるタイ

やスズキを釣り上げる方法で、 4月木から 6月末にわたって行なわれていた漁法である。これに

近い漁法は各地でみられていたはずであり、石器時代の場合にも考えられることである。

ペリカン目 Pelecani formes 

〔ウ科〕 PhalacrocoracidaP ウミウ 1::::.メウ

この種の烏は海鳥のたかでも特に出士屋の多い種類である。ウミウ、ヒメウは北日本で繁殖し、
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カウウは通年棲息し、各肌に集臼沼咀迎かあろ。貝塚のウの類の印士をみると 1}、l汽域ては研て、

外海に近いか岩礁海岸地域の貝塚応多く、種知もヒメ占ヵ［名し ‘o

コウノトリ目 Ci 』 lC Oll l l l o r me s 

［サギ炉］ Arrleidae アオサギ ！＼ rdPa c111Prea 

サギの類の出士は忍まり多くないようて吃ろ．，冑手印、し］芦且塚の（交期の目図ヵら巳 [7叶、 上腕'H

か出士している c

ガンカ千目 AnseriformeH 

［ガンカモ科各種IAnatidaP 

貝塚における烏酋中ズは最も多く出土してし、る。特によ大な円沢りに匠＜汀坦しだ貝塚で予）る

場合だは、その出七畠はかなりの量に墨する。側文峙代に芍位的にみらかだ誌li夜地形の発達は、

こうしだカモ類の渡束．棲白や可能にしたはすである。たたし、大ばに出土するようだ例は、東

北地方で古店県下」し半島小1111印胡）い、北士／IIの印・下流の平沢地帯、関東池方ては利根川下流域に

られる。現東京恣屯るいぱ頃東京高など広大な水域かあったが、貝塚は支谷内に立地していたた

めに、積極的な捕獲の対象となり得左かったらしい。四日木の貝塚についての詳細は不明で

ある。

このような且塚からの出土例をみれば、これかガノカモ類0)渡りの経路と貝塚の立地条件が深

くかかわることは明らかである。ガンカモ類の種類については限られだ四肢、その他の骨からの

同定は困難ごあるが、形質を詳紐にみると、その主体飢左種類か知られてくる c 先すカモ類では

先述の咬水員塚から出土するもののいにはマガモ Anas platyrhynchos とみられる骨が多

いか、内薦城の旦塚では大型カモではクロガ千 l¥lelanitta nigra、 ヒロードキソクロ

Melani tta fus('a なとの Melanitta属、スズガモ Ay t h ya ma -r i 1 aなとの Aythy

国に属する種類か多いと思われる。アイサ類 Mergu s属は多くはないらしく、貝鳥貝塚でカワ

アイサ類 Mergusmerganserとみら 11る骨を検出している。ガ｀ン・ピ、ンクイ類は将通では少

なし、か、内陸の貝塚であろ貝見貝塚ではヒシクイの出士がガン・カモ類の骨のなかで最多星で毛

っだ。ヒンクイ Anser fahal isは大型のガンであり、我が国に渡来するガンのなかでは最も

数が多いという（註）。貝烏貝塚でマガン Anser albitrons ぐらいになる骨はヒンクイ (J)

半分以下であった。ハクチョウ Cygnus属の骨も少ないかみることがで含る。

註） 19 7 0年の林野斤脚査では 5,54 2羽のガン・ヒシクイ中、マガン 67%、ヒシクイ 27 

嵐コクガン 6%、県別では宮城県 41 %、石川県 27 o/o、新洞 8笏、青森 6%、その他であ

った。

ワシタカ目 Folconi formes 

秋田県男鹿市大谷台〈縄文中期）のフラフ、つ状ヒ°ノト中にトビ .Yiiluus ni gr ans の約 1憫

体分が毛った。大邸種の Haliaeetus属のオジロワシ位の大苔さ 0）卜嘴部分を切断した例、
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趾骨の中の太節骨に穿孔した例たどがある。鋭い嘴や足の爪の部分が切断されて、装身具と 11,

ったものである 3 また輿味深い例として、この種のワシ類の頭骨をのぞく全身の晋格が茨城県勝

田市□反田貝塚で出土している。沖縄本島の勝連城址（中世）も足の末節骨を什けこしている。今

日でもオジロワシの飛来があるという（小野愛ーによる）。ノリス Buteo buteoの報告例も

ある。

キジ目 Galliformes 

（キジ科：lPhasianidae ヤマドリ Ph as i a 11 us soc mm e r r i n g i i 

キジ P. colchi(―:us 

貝塚からの出＿＋例は多い。特に内陸の貝塚や洞穴たとでの出士が目▽つ。

ニワトリ Ga I I us ga I I u R var、domesti cus 

弥生期以降に列島の各地より出土する。しかし古代の例は少なく、墨が多くなるのは中世以降

である。鎌倉・江戸の遺跨での出土が多く、特に前者にぱ大型のシャモの骨をしばしばみる。こ

れはおそらく闘鶏のためのものであったと思われる。そして汀戸時代に至っても、ガンカモ類な

どの島骨に比べてニワト 1)の骨の出土は少たい。 19世紀の恋末期の江戸の遠跡（新宿区四ッ谷

竺栄町）に鶏卵と思われる殻が発見されている c

ツ）レ目 Grniformes 

〔ツ）レ科） Gruidae タンチョウ Grus japonensis 

岩手県の貝烏旦塚から出土しているが殻近東京湾岸0)縄文貝塚からの出土も確認されており、

（千茉県珀橋市占作、市原市手永、いずれも縄文後期）各地に生息したことが推察されろ。

また近世の例で、東京都葛錐区箆直城址の堀から検出されており、 17旦紀はじめから中頃の

将車家の鷹狩と関係することか推測される。この遺跡からは、ガンカモ類、カラスなどの出十も

多い。

〔クイナ科〕 Rallidac オオバン Fulica atra 

貝島貝塚で 5個の骨が、茨城県小山台貝塚の縄文後期の貝塚で 2イ固の骨を得ている。

チドリ目 Charadriifomes 

［ウミスズメ科〕 Alcidae

ウミスズメ科に属する大型挿ウ:ガラス類Uria sp．や小型のウ；ススメ類 Synthliboramp-

hus s p. か束北地方の貝塚から出士する。ウミガラスは冬期一部南卜して本ヽ}|i北部の沖合で生

息するか当時は海岸の岩礁日て卜ることもあったのであろう。

ハト目 Columbiformes 

〔ハト科］ Columbiclae

出上は稀である。

フクロウ目 Strigiformes 
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［フクロウ科‘l StrigidaP 

出十＿はやはり稀てあるかフクロウ Strix uralensis、コノハスクり stus sp. が貝鳥貝塚、

小山台貝塚から出土している c

スズメ目 P,isseriformPs 

ススメ日に囮する多くの小型の烏骨を貝塚そのイ也から採集することは極めて秤てある。このう

らカラス科 Corvidae、カラス Corvri'is isp.のみは貝塚ての検出例がある。その出土星ふ

先にみた北方池城のそ孔に及ぷものては1,:し、か、ややまとまったJJ土信のある0)は江目される。

例えぱ「手県大含南目探（郡文後期）ては 10種類程査定さ訊だ烏竹のなかて、ガンカキ類 11 

個に対してカラス頼 6個で、ウの類と同じであった。

この他にススメ目ではヒヨドリ科 BrachypodidaPヒヨドリ Lxos amaurotis、モス科

Laniidae モズ Lanius bucPphalus、ヒタキ科＼lnSI: i ca p i da p ック'- Turdus 

naIJInallll l /ンコウカラ科 Paridaeヤマガラ ParllS var i us >、ホオシロ科

Emhe r i zarlaP ホオジ o Em b P r i z a c i o i de s、アトリ科 F'ringillidae アカマシコ

Corpodacus Prythrinus 左どか小野疫ーによって広島県帝釈峡刷穴遺趾で検出されてし‘る。

ハタオトリ和 Plncf'idae スズメ類 Passer sp- か東京桐動炭遺跡の近世土堀ょ I)多数出七

した例かある c

だだこうした小型鳥 0)出土は量［りにも少ないのか普通である。これが解体時の破損によるものか、

捕獲量の少ないことによるものか検討を要する。

爬虫網 R,、pti Ii a 

カメ目 Chelon1a 

〔イシガ` メ和］ Emydidae イシガメ Cle1runys j,1,ponica 

東海即方の幾つかの貝塚に限って出土する。例えは愛知県本刈谷貝塚（縄文晩期）は知名満の奥

にあるハイガイ主体の貝塚であるか、淡水産のイシガメが名かった。

［オサガメ科〕 Dermochelyidoe オサガメ DcrmochPlys coriacea 

現存するカメで最大のものである。太平洋岸関東地方以北0_）貝塚から知られる3例えば東京湾口

部の千槃県富士見台貝塚（縄文後期）から1よこれの趾骨に穿孔したものがあり、幅島県小名浜地方の

漣磯貝塚その他から巨大な上腕骨か出」→している。背甲 1よ殆んど保存されない上うで乏る。

〔ウミガメ科］ ChPloniidaP アオウミガメ CJぃ1on i a mydas 

アカウミガメ Chretta carctta 

ヒ記の二種が日本近海を回遊する。貝塚からも各地でこれらの遺体を出土する，なかでも房総半

島太平洋岸、伊豆諸島、南西諾島など、外悔の貝塚に名い。東京汽沿平貝塚ては澳部でも多い例

がある。だだし、肋板骨など破砕され、種名の確められるほと保存の良い例は稀である。殆んど

ウミガメ類の骨からなる骨塚もある。埼宝県春日部市花積貝塚は奥東京院の貝塚であるが、かな
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りまとまったウミカメ())骨か出十し、アオウミガメてあることか側板痕跡の形から推定された。

甲の中央は強く火を受い破壊芯れていた。山を逆にして火をかけたからであろう a

［スノ点ン科） Trionychidae スッポン Trionyx sinf'11sis japonicus 

縄文・弥宅時代のスノ采ノの遺骸の出十は殆んど琵琶湖およびその水系の貝塚にわいてのみ知

られ、その他の地域では極めて稀1ご千蘊県下、 几州地hで知られるのみで吃る。ただし（これ1こっ

いては、今後調杏しなけ且ばだらない点か残されている。

上述の琵琵湖畔の白山貝塚（縄文旱期）、滋費里遺跡における出士1よ多い。

右鱗目 Lacertil1a 

ヘビ＃目 Suborder Ophidia 

［ナメラ科） Colubridae

貝塚からはヘビ頷の骨かしばしば検出含れる。後世の混人物ズあるかとうか判断しにくい場合

もあり、出士状徳か問題となる。貝圏叩から椎骨か幾つかつなかった状態て出七するのは、分断し

て食べたあとかもしれない。

沖縄の島の遺跡からもヘビ穎の骨はしばしは出土する。沖縄木島の石川市古我知貝塚（縄文後

期）もヘビ類椎体の多い例で、ハブ Trimeresurus flavoviridis その他数種のヘビか

含まれるらしい 3 ハブの椎体には全長 l.5m~2mになる大回の個体のものがあった。

両涜類 C 1 ass ふ11phihia

無尾目 Order A1111rs 

カエル類の出十も同穴、貝塚たどて稀ては 1.1'.し、。洞穴直跡たとで名呈 1こ出土することかあるか、

その所嗚時期については慎箆な考屯か必要てある。貝塚てぱ石沢1こ面した淡水系貝塚て、日屈中

より解体遊離したカエル類が出土すろが特に目立つ程の量にはならない。捕食は容易なことと考え

られるが、実際はさほとではなかったらしい。岩手県花菜町貝烏貝塚での淡水目種オォタニシ、

イシガイ、 ドプガイじ）貝囮からは、 ヒキガエル示‘+ Bufouidae ヒキガエ Jレ Bofobufo for-

mosus. アカガエ）レ科 Ranidae数面か出七している。この貝塚からは、カエルの全身を模し

た鹿角製品も出士しており、垂飾用の加工をしている。特定種のカエルを模したものて1よないか、

カエルとの関わりを示して巽味深い，

節足動力門 Arthropoda 

甲殻綱 Crustacea 

軟甲亜綱 Malacostraca 

十脚目 Dぃcapada

短尾亜目 Suborder Brachyura (Crabs! 

〔ワタリガニ科〕 Portunidae ノコギリガザミ Scylla serrata 

宮城県石巻市南境貝塚、七ケ浜町大木囲貝塚、気仙沿市田柄貝塚で知られる。 19 7 9年、大

- 26 --



木囲貝塚出土の檬木にあろことが同定念れた。日本では相椋浣以南に分布。偲奥、叫口の泥地帯

に複息すろ。田柄貝塚てばかたりの量が出＿十している。

イシガニ CharybdiR _japonica 

宮城県石巻市南境貝塚て 1例存検出している。

〔イワガニ科］ Grapsidar モクズガニ Eriocheir japonicus 

室者かこれまで淵査し得たカニ類の遺体中で呂も多かったのはモクズガニズある。特に同穴遺

跡では(.の桶の鉄脚の出上が多い。貝塚からも大型の鉄脚が出土している。川、詞コに棲息し、

Illをかな hヒ流まてさかのぽるので、捕獲する機会が多かったと思われる。

アシハラガニ Helice tridens 

埼玉県富t見市月越遺刷の縄文甲期のヒ゜ノト内より本種の遺体を多数出土した。ヤマトシシ t

の小型のものか多数伴出している。当時の若原に多悽したものてあり、捕食ずることは広く行わ

れてしヽ fこのであろう。

蔓脚亜繹 Cirripedia 

完胸目 Thoracica 

フジッポ韮目 Ba lanornorpha 

［フシッポ科IBalanidaP アカフジツボ Ba l amls (Megaba l anll:） r o sells 

オオアカフジッポ Balarrns (MPgaba I anas) volcano 

「クロフシッボ科JTetraclitidae クロフジッポ TetraclitaRpuamosa Japonir:a 

上記のものか知られる。少量の骰片1よ多くの貝塚から知られるが、特に包会贔の名い出土が東

北地方三腔｀廂岸 (j)貝塚にあることを林謙作が指換し（岩手県赤崎Ill」清水貝塚一直路の拡巾」月「て

津滅した）、その松1か現在釣飢として利用されていることから、当時にわいても同様のことが考

えられるのではないかということ存報告していろ。

[ミ _j ウカカイ科 Scalpellidae カメノテ Pollicipes mitella 

殻板の出上例かあるか多くは庁い。柄の中の太い筋肉が食用とされたと思われる a 九）1-1.沖ノ

屁など 0)縄文遺跡より出士する。

腔間樹物門 Coe lcnterata 

花虫綱 A..n thozoa 

六放サソづ亜楢 Hexacoral ii a 

イシサンゴ目 Scleractinia 

〔トウラキフィリア科） アオバナイボヤギ Caulastrea tumida 

東京滋奥部の幾つかの縄文貝塚（千第県市川市姥山貝塚、千菜市園生貝塚など）から知ら汎る。

坦生種は静岡県沼沖市汀／浦淡を北限として生息するという。どのような地図のもとにこれらか

運ばれたか問題が残る。
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皮動物門 Echinoderrnata 

ウニ網 Echinoidea 

止形＃網 Rega lania 

ラソパウニ科 アカウニ r sCll(lo cぃntrot11s rlepressus 

オオバフンウニ科 工‘ノ＇ノぐフンウニ St.rongylo('en t rot.us i 11 t. Pr m(ム(li ns 

ナガウ-科ムラサキウニ Ant:hocirlaris crassispina 

北海道の貝塚におけるウニ類の出土は、貝塚による差荘1よもちろんあるか、外海に近いマ［地の

場合にぱその堪は極めて多い。蛇出旧」入汀貝塚ではウニ／呂が形成さ九ていたし、オホーツク関係の

の遺跡ではさらに料いウニ園が形成されていた。

パイプウニ Hethrocenl.rol.us mami llalus (沖縄県具古厨、米須原貝塚など）

本小1ヽ：以南 9こおけるウニ類の出七は主として外海系貝塚てみるためにその星は多くだい u 比較的

多い例で岸手県＿L閉枡郡崎山弁天貝塚、気仙郡宮野貝塚、大船渡市清水貝塚などがあげられるが、

その採集星は北海道におけるような顕著1;r:出七とは比べ難い。

このことは当時のウニ自体の生息謳とも関係するであろうしウニを食用とすることにつし、ての

憫四が今日とは同じであったかとうか検討も必要とたってくるであろう。ウニの利用か食用のみ

ではなかったことは、各地のウニ利用に、以前は農業杷料にする程度であった例もあるからであ

る。

金子浩昌 早棺田大学考古学研究室

咀本豊弘 国立歴史民俗浦物館
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